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（昭和11年）

新築 補強時

梁より上、改築

軸組要素：軸 - 0　壁要素：壁 - 1　金物：特記仕様  へ

軸組要素：軸 - 0　壁要素：壁 - 1 + 1　金物：特記仕様  ち

屋根下地　杉板（4 . 5寸勾配、1 5 0杉板、垂木＠5 0 0以下転ばし）

開口部は柱型1 1 5角より、独立柱の耐力・剛性評価なし

火打ち9 0×9 0以上　負担面積　1 . 8 6㎡　梁背1 8 0mm　隅長1 0 0 0mm

新築 補強時

（昭和11年） 梁より上、改築
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欠込み

横架材105×150【新設】

横架材105×150【新設】

梁材：120×90【増設】 横架材：105×150【新設】

鋼製ブレース参考図　〈㈱タナカ　オメガブレース同等品〉

鋼製ブレース接合詳細図 1/10
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1本-オメガメタルブレース用高力六角ボルトＭ16-35（10.9）
2枚-オメガメタルブレース用Ｍ16　Φ32
1個-皿バネ座金付六角ナットＭ16　Φ32

オメガメタルブレース端部金物
接合具：TB-101　10本
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